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示すものは，静止膜電位の低下を認めた。筋センイ
の太さとの関係は，かなりの相関々係を認めた。 
9) 腔骨神経に発生せる神経鞘腫の 1例
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症例は 24才の男子。左下肢放散痛を訴えて来院 
す。膝寓部よりやや中枢よりに直径 2cmの球形，
弾性硬の腫癌を触知す。深部と癒着し移動性なし。
摘出術を行なうに，腫癌は腔骨神経の分岐部よりや
や末柏、にあり，肥厚した被膜におおわれ，神経線維
束は排側に向かって凹形に圧平さる。被膜に従切を
加えて摘出す。組織学的には，核の束状配列，嚢腫
形成， Verocay bodyと思われる部分，あるいは血
管の拡張，出血などがみられ，神経鞘腫と診断す。
われわれの症例は Antoniの A Typeと BType 
と思われる部分からなっているが，白井氏は束状型
と網状型に分け，前者を神経鞘腫，後者を神経線維
腫と呼んでいる。 Antoniの分類は，本腫虜の特徴
というより，腫虜の発育段階を意味するものと思わ
れ， Antoniの分類よりも，白井氏の分類法がよい
ように思われる。 
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異種骨移植の歴史は古いが，現実に臨床的に十分
満足せらるべきものはない。われわれは，幼若牛骨
を素材として BRIJによる Detargent処理， 10% 
HP2処理骨を試作し，これが実験的にきわめて満 
足すべきものであることを認め，i千葉骨」と仮称し
た。 
1) 力学強度試験 
Amsler試験機により従来ある， Kiel Bone，Bo-
plantおよびいわゆる「千葉骨」に加えて，各種処
理骨 (Urea処理， 30% H 202処理骨，脱血脱脂骨〉
などを比較検討Lた。 
2) 移植実験 
上記各処理骨をも含めて幼若犬腔骨内移植を行な
い比較検討の結果，移植後 3週より強力な Osteoid
の増生置換の組織所見を示し，かっ免疫反応の存在
を示す所見は最も軽度であることを認めた。
長多
3) 臨床的研究
かかる知見より移植性の観点、よりわれわれの仮称
「千葉骨」の優秀性を認め二，三の症例に応用せる
症例を示した。 
11) 頚肩腕症候群における Cervical Vertebral 
Venography 
千大整形 中島 宏，黒岩嘩光
近年，脊椎静脈，主として内，外椎骨静脈叢の変
化像を見るベノグラフィが取り上げられているが頚
椎部のそれは，報告例少なく，主として下部頚椎東京
突起経由である。
今回，脊髄造影，椎間板造影を施行した頚肩腕症
候群患者 10例を選び，椎体経由，頚椎静脈造影を行
な、い，内椎骨静脈叢，とくに SinusVertebralis 
longitudinalisの細狭化，陰影欠損，断絶，および
限局性拡張像などの異常所見を認めた。
とくに底痛の強いもの，椎間孔圧迫試験陽性群に
異常を示すもの多く，脊髄造影正常例 2例に静脈像
の異常所見を認めた。
本法は，練突起経由に比し，内椎骨静脈叢の造影
が容易で，診断的価値において有力である。 
12) 各種造影剤による Myelographyの診断的
価値の検討
千大整形林国春，重広信三郎
現在一般に使用されている脊髄腔造影剤 Moljo-
dol，Myodil，Abrodilの三者について物理化学的
性状を検討し，頚髄腔および腰髄腔の模型をパ2フ
ィンにて作製，生理的食塩水および造影剤を充満し
て，腹臥位，斜位・側臥位，背臥位の四方向より γ
線撮影を行なった。 
Abrodilは造影度は弱いが，陰影欠損を正確に造
影する。
Myodi1， Moljodolは油性造影剤の特徴として陰
影欠損を時に過大に，時に過小に造影するが，造影 
度は Myodi1は Abrodi1よりもすぐれ， Moljodol 
はさらにすぐれている。
13) 椎間板神経終末に関する実験的細織学的研究
千大整形斎藤篤，鈴木弘祐
椎間板神経終末に関する報告は種々なされている
が，われわれも臨床例で前方法 (TAD)による摘出
標本においてさらに詳細な研究を行なう前段階とし
てまず実験的検索を行なった。成犬および猿を用い
